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1. はじめに

オートバイのブレーキ装置には，図 1に示すような構造
を有し、放熱性に優れ、安定した制動力が得られるディス
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焼もどし処理後の硬さは，ベース鋼に対して，高 N鋼，
Nb添加鋼，Nb添加高 N鋼の順に上昇した。焼もどし軟化
抵抗がもっとも高い Nb添加高 N鋼では，550℃の焼もど
し処理後においても適正な硬さを維持していた。このよう
に，Nb添加や高 N化は，それぞれ軟化抵抗の向上に寄与
し，複合して添加した場合には，さらに軟化抵抗が向上す
ることが分かった。

2.3.2 耐熱性に及ぼす Nb添加，高 N化の効果
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硬さ（32～38 HRC）を維持しており，従来鋼に比べて
優れた焼もどし軟化抵抗を有している。

（5） 開発鋼は，従来鋼に比べて，塩水噴霧試験 96 h後の
発錆が少なく，また孔食電位も高く，優れた耐食性を


